
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
解
説
書
作
成

環
境
省

検
討
会

企
業
の
環
境
保
全
活
動
を
促
進

全
管
連
静
岡
で
総
会
・
全
国
大
会

全
国
か
ら
７００
名
が
集
い
一
致
団
結

環
境
省
は
七
月
五
日
、
東

京
・
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新
橋
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で

第
一
回
「
環
境
報
告
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
二
〇
一
八
年
版
解
説

書
等
作
成
に
向
け
た
検
討

会
」
（
座
長
・
上
妻
義
直
上

智
大
学
名
誉
教
授
）
を
開

き
、
中
小
企
業
・
初
心
者
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
作
成
ガ

イ
ド
と
難
解
な
概
念
な
ど
に

関
す
る
解
説
書
の
試
案
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。
企
業

な
ど
の
自
主
的
な
環
境
保
全

活
動
を
促
進
し
て
い
く
。

各
企
業
に
は
環
境
保
全
に

関
す
る
方
針
・
目
標
・
計
画

や
実
施
状
況
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
環
境
報
告
書
の
作
成
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

同
省
は
環
境
報
告
を
行
う
際

の
実
務
的
な
手
引
き
と
し
て

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
二
〇
一
八

年
版
を
策
定
し
、
同
検
討
会

で
補
完
的
な
解
説
書
な
ど
を

ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。

初
会
合
で
は
奥
山
祐
矢
同

省
環
境
経
済
課
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
よ
り
良
い
環
境

報
告
の
あ
り
方
に
つ
い
て
忌

憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜
り
た

い
」
と
述
べ
、
活
発
な
議
論

を
促
し
た
。

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
環
境

報
告
の
背
景
情
報
、
環
境
報

告
の
考
え
方
、
環
境
報
告
の

作
り
方
な
ど
で
構
成
。
解
説

書
で
は
①
難
解
な
概
念
・
有

用
性
の
説
明
②
最
低
限
記
載

す
べ
き
事
項
③
事
業
者
の
裁

量
で
記
載
が
望
ま
れ
る
事
項

④
参
考
に
な
る
事
例
⑤
参
照

で
き
る
文
献
類
―
―
な
ど
を

明
示
す
る
方
針
だ
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
は
七
月
四
日
、
静
岡
市
の
静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
第
五
十
八
回
通
常
総
会
を
開
き
、
新
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
満
場
一
致
で
承

認
し
た
。
全
国
大
会
で
は
働
き
方
改
革
、
指
定
水
道
工
事
店
の
更
新
制
度
、
災
害
時
の
貢
献
に
向
け
た
三
大
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
決
議
。
川
崎
二
郎
水
道
議
連
会
長
や
川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
ら
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
約
七
百
名
が
全

国
か
ら
結
集
し
、
一
致
団
結
し
て
希
望
に
あ
ふ
れ
た
業
界
へ
邁
進
す
る
決
意
を
打
ち
固
め
た
。

総
会
に
は
会
員
四
十
九
団

体
が
出
席
、
上
田
忠
幸
事
務

局
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ

た
。
松
田
英
行
副
会
長
の
開

会
の
辞
、
大
澤
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
議
長
に
開
催

地
代
表
の
伊
藤
哲
静
岡
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
理

事
長
、
副
議
長
に
石
川
和
彦

同
連
合
会
副
理
事
長
を
選

出
。
平
成
三
十
年
度
事
業
計

画
な
ど
四
議
案
を
原
案
ど
お

り
承
認
可
決
し
た
。

全
国
大
会
で
は
大
澤
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
将
来

の
担
い
手
を
確
保
す
る
た

め
、
行
政
や
関
係
団
体
と
連

携
し
て
働
き
方
改
革
を
一
段

と
強
化
す
る
。
ま
た
水
道
法

改
正
に
よ
る
更
新
制
度
導
入

へ
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

功
労
者
表
彰
で
は
第
一
回

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
賞
組
合
と
し
て
札
幌
市

管
工
事
業
協
同
組
合
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
。
続
い
て
来
賓

の
出
口
陽
一
国
土
交
通
省
建

設
市
場
整
備
課
長
、
是
澤
裕

二
厚
生
労
働
省
水
道
課
長

（
代
）
、
石
井
宏
幸
国
交
省

下
水
道
事
業
課
事
業
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
室
長
、
古
林
章

仁
副
知
事
、
田
辺
信
宏
静
岡

市
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
眞
柄

泰
基
給
水
工
事
技
術
振
興
財

団
理
事
長
、
石
飛
博
之
同
専

務
理
事
、
大
貫
三
子
男
日
本

水
道
協
会
総
務
部
長
、
宮
崎

正
信
日
本
水
道
工
業
団
体
連

合
会
専
務
理
事
、
橋
本
政
昭

全
国
管
工
機
材
商
業
連
合
会

会
長
ら
が
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
①
働
き
方
改
革

に
取
り
組
み
、
希
望
に
あ
ふ

れ
た
産
業
を
め
ざ
そ
う
②
指

定
水
道
工
事
店
の
更
新
制
度

で
市
民
に
安
心
・
安
全
な
命

の
水
を
届
け
よ
う
③
災
害
時

に
組
織
力
で
迅
速
な
復
旧
に

貢
献
し
よ
う
―
―
の
三
つ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
満
場
の
拍
手

で
採
択
。
ま
た
秋
山
雅
仁
青

年
部
協
議
会
会
長
が
活
発
な

活
動
報
告
を
行
っ
た
。

懇
親
会
で
は
川
崎
自
民
党

水
道
事
業
促
進
議
員
連
盟
会

長
、
石
田
祝
稔
公
明
党
上
水

道
・
簡
易
水
道
問
題
議
員
懇

話
会
会
長
、
足
立
敏
之
参
院

議
員
、
川
勝
知
事
ら
が
駆
け

つ
け
て
激
励
し
、
渥
美
泰
一

静
岡
県
議
会
議
長
の
音
頭
で

一
斉
に
乾
杯
。
歓
談
後
、
次

回
開
催
地
の
鹿
児
島
県
管
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
が
多

数
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

西
日
本
を
中
心
に
記

録
的
な
豪
雨
と
な
っ
た

「
平
成
三
十
年
七
月
豪

雨
」
に
よ
り
無
念
に
も

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
甚
大
な
被

害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

大澤会長

伊藤理事長

川勝県知事

グランシップで盛大に開催

多数の来賓を迎え交流深める

川崎議連会長

石田懇話会会長

田辺静岡市長

初会合で活発に意見交換

㈱
日
本
設
備
工
業
新
聞
社

広
告
掲
載
社
一
同
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